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内部地区人権教育推進協議会

(内部地区市民センター団体事務局内)

内部地区人権教育推進協議会は、「人が人として尊ばれ、住んでいてよかった

住んでみたいまち、うつべ」の実現を目指して活動しています。

平成25年度も次のような活動を展開しました。

12月じ、市・文fL舎館ご開催じねた

「じたIIんフ ェスタ 2013」 ①舎場|こ

展示じ枚た、人権啓発ポスター

み
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「あなたの勇気が
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「十人十色 認め合おうそれぞれの個性」

内部中学校 2年

北澤  J留 さんの作品

みんなを変えるJ

3年

さんの作品

な

「うつべ人権協だより」は、毎年 1回全戸配布しています。



平成 25年度総会

平成 25年度総会は、連含自治会長・ 内部地区市民センター館長にもご臨席いただき

開催 しました。24年度の事業報告や決算をはじめ、25年度の事業計画と予算案につ

いての議案を審議 し、いずれも原案どおり77K認されました。

主な事業は、前年にヨ|き続き人権地区懇談会の開催や南部ブロック人権ひろばの開

催、人権啓発ポスターの掲示など、地i或の方長の協力をいただき、人権の大切さを積極

的にPRしてい<ことになりました。               ___一 一一 |

人権地区懇談会の開催
壌

`輌
赫

私たちの内部地区が、人権が尊重された「住んでいてよかつた、住んでみたいまち」とし

て認められるように、私たち一人ひとりが人権意識を一層向上 してい<ことが必要です。こ

のため、本年度も小古曽町を皮切りに、波木町、南小松町、采女町西部、中堀町、釆女町北

部の6地区で人権地区懇談会を開催 しました。今年度から、講師に市 0人権センターの森本

裕也先生、小林 裕子先生をお迎えし、あるまちの様子を描いたイラス トマップを活用 して、

このまちに暮らす人にとつて、「やさしいなあ」と思うところ、「気になるなあ」と目うとこ

ろを出し合い、議論を重ねました。

この経験は、今後私たちの日常生活の中での「気づき」に大いに役立つのではないかと

思います。

小古曽町で 南小松町で 中堀町で

采女町北部で波木町で 采女町西部で



アンケー トから見た地区懇談会

現役世イでは40%強で、20、 30蔵イtの参

カロ|ま 11%に止まりました。現役世イtの参カロ

を期待しての夜間、或いは休日開催への配

慮も功を奏しませんでした。

つぎに、地区懇談会への参力B状況は、「初

めて参カロ」が、下のグラフのように60%に
迫つております。平成24年までの 54%に
Lヒベ増えており、このことは初めての参力□

者が増え、人権への関′いの広がりがあつた

と解釈することができると思いますが、手

地区懇談会への参カロ状況

平成 22～ 25年の地区懇談会には、697人の参力B

を得て開催することが出来ました。

そのうち、 615名 (88。 23%)か らアンケー トヘの協

力をいただきました。

その1性別は、在のように女1生が 47%で、年代別では

60歳代が 3分の 1強、了0歳以上が 4分の 1弱を占め、
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前味贈でしょうか。

また、自由記入欄も、記入 0寺 間が短い

なか、多<コメン トを 27.52%の 469名
の方からいただき、その内容を、今後運

営の参考にと考えています。

コメン トの中に、「波本田のお宮の階段

には、男道と女道がありました。3は女

道は使われていません .」 とありました。

さて、これは男女差別の遺構で しょう

か ? その真相は ?

初めて参加

1回

2～ 3回

4～ 6回

7回以上
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内部‐地区文化祭1人権啓発コ■ナ■の設置■‐■■・ ■
‐
・ ■‐ |‐

‐ ‐‐

121月 3● 1内音5小学校を会場に、内部地区文イヒ祭が開催されました6人権協では会場の|

■面に小中1学校あ兜量1生徒の人権ポスタ||を掲宗|し、
・支イヒ祭あ来場者や参加者に人権の

大切さを訴えまレた||  | |‐   ・ ■‐| ‐|‐ |‐ ‐   ‐   ‐  ‐  .
ポスタ‐を見ていただいた来場者にアンケ■卜|を行い、ポスタニを見て感じたことをお

書きしヽただきま|したのでその■部を原文そめまき紹介します: ‐|  ||| | ■■

。子どもたちが素直に考えた作品がとても
'い

1こひび ―‐

きますも  |  ■‐ ‐   ‐ |  ‐■‐|
,まだ成人に満たない子どもがt命、人権に向き含|
うよい機会だと思うも   ・ ‐‐ ■‐

||||‐ |

`命
め量さはtl子‐ども・1大人に関係な<■緒です:|

,‐「1人でなやまないで」(自殺をする子どもたちに

少しでも届いてほしい言葉|だと思うも  ―| ‐||
・‐いつもはゆうくり見れなかつたです。今1日 は|た く

|さん卓せて―いたたき|き ⅢⅢよ―Fいじめい本を中く|

|す|るJ標言吾■‐めらさりこ、1絵もインパ|クトがあり
.ま

した。               | ・



南部ブロ

'夕

人権ひろば
■平成126年 11月126旧、1楠福社会館におぃて、南部ブロック1人権黎育導絡協議

～
く内

書『
‐
`‐
楠1白永Ⅲ塩浜●河原‐由)主催の「人権ひろぼ」が開催され|ま した6111‐ |‐ |

|ます||ブ由,ク丙小中学稜め角量●生徒による人権搾支が発表きれ:内善8施壺からは、

内部小学校6年生 ■富山美咲さんがt「自分の思いを伝えられるように」と題.した作文を

発表しました。冨出さんはt学校での反達からのいや|な思いに立ち向かい、それを克服し

た体験を率直に表現|し、1参加者から大きな拍手がありました6 ● | ||   |‐ | |

.このほかtl各地区からは次の1方皮が発表|を行いました: |‐ ■ ||‐
‐ |‐ ■ ||‐ |

日永小学校■■161年生1川村■晃木|さん■
■ | ‐|‐ ■‐|‐ ■1口ぎくの思しヽやり」|||
河原由Jヽ学校‐|■ 61年生・ 中川1真生さん■

|‐

‐
||・ | ||「‐いじめを|しない自分に」

三浜小学校 ‐ 6年生 赤塚|七海さん
‐

‐■   | ‐‐|「自分の弱さ」 ■ |

楠中学校 2年生 ‐吉野 元気さん

| ‐|「勇気―を持うて」  ‐   ■

※ 1吉‐野さんの「吉」は|「士」ではなく「土」です。

◎・ 各地での講演会等の開催状況‐・ |‐ ■ ‐       | |‐ ‐  ■  | ‐ |
|■なおtこのほかにも各地で人権に関する.講演会や研修会が開催されましたので、その■

|1部を紹介します。|      ‐  ■‐

‐平成26年度も同様に実施|されると思われ哉すので、1機会を見つけてご参加いただけれ

|ば幸いです:なおご参加いただく際は、それぞれの団体もしく1ま内部地区団体事務局
~(電

■話34了 -1224)へ ご照会<ださいも| ‐■・ ■■|■■|  |  ■|■ ■ ‐
|

日永地区   7月 矢野 きよ美講演会 (日永人権・同和教育講座)

四目1市市‐ 1 8月 四日市人権■向和教育研究1大会 (市文イーヒ会館)||

保‐々地区 ■ 8月 人権まちづくり講座、さらなる一歩を踏み出そう |

塩浜地区  ‐■0月 人権
`‐

文化お月見フ土スタ |  |||    ‐

四日市市  10月  人権研修り■ダ■養成講座、これからの人権啓発

茜部ブロック 10月 部落問題の現実とこれから
―  ‐|    | ||

四国市市  12月  じんけんフエスター21013‐

河原田地区 12月 1人権コンサー|ト ー■   ‐


